ボランティア国際年
経済社会理事会報告（1997年11月17日） 
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第52回総会 

議題第12項 

経済社会理事会報告　 

経済社会理事会提案決議案 

２００１年ボランティア国際年
総会は、- 総会決議2659（ＸＸＶ）（1970年12月17日）及び同31／131（1976年12月16日）、31／166（1976年12月21日）、40／212（1985年12月17日）、49／139Ｂ（1994年12月20日）の趣旨を踏まえ、また世界規模のボランティアによる貢献の重要性を認め、かつボランティア活動を一層促進するため、国連ボランティアに対する支援を表明している国連開発計画／国連人口基金の執行理事会の決定96／32に留意し、 

-国際年や国際記念日についてのガイドラインを定めた総会決議35／424（1980年12月5日）及び経社理決議1980／67（1980年7月25日）についても考慮に入れつつ、 

-福祉を充実させ、経済的、社会的な幸福を求める市民の願いを実現するためにボランティアが自国で行っている貴重な貢献を記述し、また、民間セクターを含む幅広い市民社会からの彼らの活動に対する資金支援と、加盟国の開発目標を達成するために自国外での職務を与えられたボランティアの重要な業績について留意し、 

-社会・経済開発、人道援助、平和、民主主義、人権の尊重の促進の分野における国連機関や、その活動に寄せられた国連ボランティアの援助、特にその努力と努力が向けられる人々との間の密接な結びつきを促す上で行われた援助を留意し、 

-世界社会開発サミットにおける行動計画と社会開発に関するコペンハーゲン宣言において強調されているとおり、政府と協力のもと、特に市民社会における個人や団体などの新しい活動家が地域、国家、国際レヴェルで率先して活動を行うことの重要性についても留意し、 

-女性はボランティア活動を含む生涯学習を受ける機会を与えられるべきであるとの第４回世界女性会議の決議に留意し、既に多くのボランティア活動が女性によって担われており、かつそのような活動こそ適切に理解され、支援されるべきことを留意し、 

-環境劣化や貧困、麻薬中毒、ＨＩＶ／エイズなどの世界規模の問題が社会的弱者に悪影響を与えていることや、発展の過程において市民社会が政府や民間セクターとのパートナーシップのもとかつてより大きな責任を担っている趨勢があることから鑑み、ボランティア活動の必要性は増大してきていることを確信し、 

-また、地域レヴェルでの活動に重点を置いて、ボランティア活動への理解を深め、参加を容易にし、横のつながりを強化し、促進を図るために意図された年が制定されることは、ボランティア活動の成果とそのさらなる可能性について認識を深め、多くの人々にボランティア活動に参加する契機となり、そのようなサービスの拡大と効率化のために資金を回す上で、大きな役割を果たすことが可能であることを確信し、 

-この国際年の提案に対し、広く市民社会からの賛同が得られていることを満足をもって留意し、 

１．2001年をボランティア国際年とすることを宣言する。 

２．各国政府、国連諸機関、国際的なボランティア組織及びＮＧＯ、その他地域社会に根ざした市民団体に対し、ボランティア国際年の準備と祝賀のために、ボランティアへの理解を深め、参加を容易とし、横のつながりを強化し、活動を促進するための方法を互いに協力し検討するように依頼する。 

３．国連ボランティア計画は、これまで担ってきた優先すべき職務に加えて、本件国際年の推進組織として、国連システム諸機関の協力の下、本年の準備と、実施と、フォローアップを行う。また、ボランティア国際年の準備と実施に関しては、特に国連ボランティアが各国政府と国際、国内ボランティア、ＮＧＯとの緊密な協力とパートナーシップのプロセスを継続することを奨励する。 

４．政策決定機関及び国連システムの関連機関は、それぞれの機関が独自の権能を有する分野において、1998年から2001年までの間に実施する既存の或いは新規のプログラムにおいて本年の趣旨と目的を考慮するよう特別に配慮し、また、本年の趣旨が全ての国と人々に利益がゆきわたるように本年のフォローアップを行うよう要請する。 

５．個人や団体が各自の時間を利用してボランティアとして参加し、恵まれない立場にある人々のために各自の資源、技能を提供し共有することを基礎とする2001年が、より良い生活を追求する全世界の人々に益する特別な年であることを強調するよう、加盟国及びすべての参加者に対し、依頼する。 

６．本国際年のために地域、国家、国際レベルで、マスメディアの強力な参加のもと、共同に広報とインフォメーション・キャンペーンを実施するよう呼び掛ける。 

７．事務総長に対しては、本国際年の準備と祝賀のため、本国際年の趣旨を広く世間に知らしめ、関連する情報の提供のために、特に国連広報局の権能の範囲内にある広報メディアを通じて、現在あるリソースとこれから自発的に拠出される支援の中で可能な具体的な処置をとることを要請する。 
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第52回総会 

議題第12項 

経済社会理事会報告　
　　　　　　 

アンドラ、アルゼンチン、アルメニア、オーストラリア、オーストリア、バングラデシュ、ベラルーシ、ベルギー、ベニン、ブータン、ボリビア、ブルガリア、ブルキナファソ、ブルンジ、カメルーン、カナダ、カーボベルデ、チャド、コロンビア、コンゴ、コスタリカ、コートジボワール、クロアチア、キューバ、キプロス、チェコ、デンマーク、ジブチ、エクアドル、エルサルバドル、エチオピア、フィジー、フィンランド、フランス、ガボン、グルジア、ドイツ、ガーナ、ギリシャ、ギニア、ギニアビサウ、ガイアナ、ホンジュラス、ハンガリー、インドネシア、イラン（回教共和国）、アイルランド、イスラエル、イタリア、ジャマイカ、日本、ヨルダン、カザフスタン、キルギス、ラオス人民民主共和国、レソト、ルクセンブルグ、マダガスカル、マラウイ、マレーシア、モルディブ、マルタ、マーシャル諸島、モーリシャス、メキシコ、ミクロネシア連邦、モナコ、モンゴル、モロッコ、モザンビーク、ミャンマー、ナミビア、オランダ、ニュージーランド、ニカラグア、パキスタン、パナマ、ペルー、フィリピン、ポルトガル、大韓民国、モルドバ、ルーマニア、サモア、サンマリノ、セネガル、シエラレオネ、シンガポール、スロバキア、スロベニア、ソロモン諸島、南アフリカ、スペイン、スリナム、スワジランド、スウェーデン、タイ、トリニダード・トバゴ、チュニジア、トルクメニスタン、ウクライナ、イギリス、タンザニア、アメリカ合衆国、イエメン、ザンビア、ジンバブエが決議案に賛同 

２００１年ボランティア国際年 

補遺　
次の各国を決議案の賛同国リストに追加する。 

バルバドス、ブラジル、ブルネイ、中央アフリカ共和国、コンゴ民主共和国、ドミニカ共和国、エリトリア、リベリア、マリ、ネパール、ノルウェー、パラグアイ、スリランカ、タジキスタン、マケドニア・旧ユーゴスラビア共和国、ウルグアイ 

総会決議（1998年1月15日） 

国際連合 

総会 
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第52回総会 

議題第12項 

総会決議 

[本委員会への提出は省略　(A/52/L.22 and Add. 1)] 

52/17.  ２００１年ボランティア国際年
総会は、経済社会理事会の1997年７月22日付け決議1977／44による勧告を歓迎する。同決議で求められた行動をとることを決定すると共に、その中に盛り込まれている通り、2001年をボランティア国際年とすることを宣言する。 
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